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次号予告「視覚における注意のしくみとその産業応用」

巻頭言
注意の理解にむけて  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥塩入　諭

総合報告
注意：基礎メカニズム，最近の動向，および応用への 
展望  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥熊田孝恒

解　説
微小な眼球運動の解析に基づく視覚的注意の状態推定 

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥小濱　剛
脳活動計測による視覚的注意の状態推定  ‥‥‥山岸典子
映像の知覚的顕著性に基づく視覚的注意の予測 

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥木村昭悟
交通安全に関連する視覚的注意の心理学的研究課題 

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥篠原一光

気になる論文コーナー

今後の特集予定
45巻 2号「光空間通信技術の新展開─海底から宇宙まで」
45巻 3号「高性能 LDを駆使した先端光源の進展」
45 巻 4 号「2015年日本光学会の研究動向」
45 巻 5 号「発光現象：その果てしなきバリエーション」
45 巻 6 号「色覚バリアフリーに向けた技術開発の最前線」
45 巻 7 号「応用フェーズに向かう光時計」 

//編集後記 //

　輻射場を自在に制御し，輻射場と物質の相互作用を操
り，多彩な量子系を意のままに操作する量子技術は，量
子力学で可能なテクノロジーのひとつの到達点と考える
ことができます．技術的にはまだまだ“意のままに”と
呼べるほどではないにせよ，その進展はめざましいもの
があります．本特集では，量子技術の最前線で活躍され
ている方々に，それぞれの専門分野の進展をわかりやす
く原稿にまとめていただきました．超伝導回路の進展に
より実現しつつあるマイクロ波量子光学，光共振器と冷
却原子により実現しつつある少数光子の非線形光学効
果，光格子にトラップされた冷却原子による量子多体系
のシミュレーター，中空フォトニック結晶ファイバー中
に形成される光格子にトラップされる冷却原子による超
小型光格子時計，30年ぶりに基本原理が塗り替えられ
た新しい量子暗号通信といった多彩な内容になりまし
た．すでに読まれた読者の方々もお気づきと思います
が，最新の光・マイクロ波技術の進展に支えられて，こ
れらの量子技術も進歩し，それと同時に，新しい量子技
術による光・マイクロ波技術の新展開を予感させられま
す．「光学」の読者の方々がお持ちの光技術も将来，当
該分野で活躍するかもしれません．
　巻頭言にもあります通り，これまで数多くのノーベル
物理学賞が授与されており，そろそろ日本からも当該分
野の受賞者が出てもおかしくない状況になってきまし
た．近い将来，本特集号の執筆者が，その栄誉を手にす
ることを期待しつつ筆をおきます． （山本，生野）

特集関連の原著論文を募集しています
　「光学」では上記テーマの特集を企画しています．これに合わせて，特集テーマに関連のある原著論文を募集
いたします．投稿締切は，当該特集号の発行月の４か月前の 10日とします．
　特集関連の論文については査読作業をより迅速化し，採択となった論文はその特集号の発刊に合わせて掲載す
るようにいたします．特集号を明記のうえご投稿ください．詳しくは「光学」編集局 kogaku@academic-j.co.jp 
にお問い合わせください．
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